
南あわじ市コアカリキュラム「ふるさと創造学習」の考え方 

（１）南あわじ市ふるさと創造学習の構成 

 

 

  

 

 

   南あわじ市コアカリキュラムは、「知恵あふれ、ふるさと南あわじを大切にする人づくり」を目標に、育成すべき資質・能力

の明確化と、その資質・能力を見取る評価方法の開発・導入、そして、南あわじが世界に誇る伝統芸能である淡路人形浄

瑠璃を題材とし、全学年 10時間以内で授業設計しています。 

 

（２）コアカリキュラム開発の進め方 

●重点育成資質・能力と、9年間の達成レベルの設定 

   重点育成資質・能力は、平成 30年度に各学校から 1名ずつ選出された 

22名のコアカリキュラム開発メンバーの中から、10名のコアティーチャーを 

中心に、以下の流れで設定しました。 

   ①「南あわじっ子につけたい力」をもとに、そこに含まれる具体的な 

     資質・能力を列挙する。 

   ②列挙された資質・能力の中から特に重要と思うものを３つに絞り込む。 

     （3つに集約をしたのは、全ての児童・生徒が達成できるようなコアとなる資質・能力としたため。） 

     ＜重点育成資質・能力＞ 

 

 

 

 

   ③各学年で、それぞれの重点育成資質・能力が身に付いている児童・生徒の姿を具体的にし、9年間の達成レベルを 

策定する。 ※右ページ表 1参照 

 

 ●資質・能力を見取るルーブリック※の設定 

資質・能力の育成を見取るために本カリキュラムでは全学年でルーブリックを作成し、それを評価に生かしています。 

※ルーブリックとは成功の度合いを示す数レベル程度の尺度と、 

それぞれのレベルに対応するパフォーマンスの特徴（児童・ 

生徒の姿）を示した記述語からなる評価基準表。 

 （中央教育審議会 平成 28年度「学習評価に関する資料」より） 
 

＜ルーブリックの特徴＞ 

ルーブリックは児童・生徒がめざすべき目標として単元の導入で先に提示します。ルーブリックの主な特徴は、 

・児童・生徒自らが単元の目標を理解し、主体的な目標達成につながる 

・児童・生徒の最終的な到達度だけでなく、現時点での到達度や伸びを測ることが可能となる 

・達成レベルが明確化されることで、複数の教員による評価の標準化がはかられる 

などがあげられます。 
 

＜活用方法＞ 

①単元の「導入」で、現在のレベルの確認をさせるとともに、単元を通した目標として提示。 

②各学習段階において、授業開始時・終了時に確認。 

重点育成資質・能力と 

9年間の達成レベルの設定 

資質・能力を見取る 

ルーブリック評価の設定 

淡路人形浄瑠璃を 

題材とした授業設計 

知恵あふれ、ふるさと南あわじを大切にする人づくり 

南あわじっ子に

つけたい力

人と
かかわる力

自分を
みつめる力

課題解決にむけて
やりとげる力

未来を
つくる力

南あわじ市教育委員会
南あわじ市・洲本市小中学校組合教育委員会

ア）互いの強み弱みを認め合い、とし

て高めあう力チームとして高めあう力 

イ）周りの状況からよみとったり、自ら収

集したりした情報を処理し、活用する力 

ウ）課題を明確に把握し見通しをもっ

て主体的に取り組む力 



      ※ただし毎授業の振り返りにより情報過多になることを懸念し、今回の単元のまとめでの振り返りシートにしている。その代わり、

単元の導入時や、各学習段階において、単元ルーブリックの内容をもとに教員が声がけを行うなど、児童が意識できるよう

にする。 

    ③単元の「まとめ」で、単元を通して自身の達成レベルを確認。 
 

＜重点育成資質・能力とルーブリックの評価項目との関連＞ 

重点育成資質・能力を育成するために、各学習段階で育成・発揮する資質・能力（スキル）を特定、それをもとに、 

達成のレベルごとに基準を作成しています。 
 

 

 

 

 

 ●淡路人形浄瑠璃を題材とした授業設計 

限られた時間（1 学年 10 時間以内）の中で南あわじについて理解を深め、郷土への愛着や誇りを持てるよう、「淡路

人形浄瑠璃」をベースとして系統的に学習内容を積み上げています。 
 

 

 

 

 

 
 

＜表 1 重点育成資質・能力と 9年間の達成レベル＞ 

 ア）互いの強み弱みを認め合い、チー

ムとして高めあう力 

イ）周りの状況からよみとったり、自ら収集したりした

情報を処理し、活用する力 

ウ）課題を明確に把握し見通しをもって主体的

に取り組む力 

中 3 

協働活動の意味と価値や、お互いの

特性を理解し、目的に応じて最適な

連携により最大の効果を発揮してチ

ームの力を高める 

これまでの課題についての情報処理・活用手法を

検証し、多面的な分析と他者との建設的な議論に

より、新たな仮説や結論を導き出し、条件に応じ

て適切に提案・発信する 

課題に対する解決案の検証結果から、実効性

のある解決案を策定し、具体的な実現を目指

す 

中 2 

協働活動の意味と価値を理解し、活

動の結果から互いを認め合い、次の

協働活動に活かす 

自ら課題を設定し、適切に情報処理・活用手段

の選択し、他者と建設的な議論をしながら解決

に必要な情報を判断し、対象や目的に応じた表

現で発信する 

課題に適した情報の収集・分析により見出し

た解決案を多面的・多角的に検証する 

中 1 
協働活動に意思をもって参画し、現

状を客観的に観察・分析する 

自ら進んで課題を見つけ、解決に必要な情報

を、適切な選択により収集し、話し合い、導き

出した結論について表現を工夫してまとめ・発

表をする 

課題に適した情報の収集・分析により、課題

に対する解決案を策定する 

小 6 
自分の役割を理解し、役割を認識し

て協働活動に参画する 

目的や視点に応じた適切な調べ方を選択して情

報収集し、調べ、検討を通して、事実と意見を

明確にまとめ発表する 

課題を多面的にとらえ、解決のための考え

（手だてや手順）を適切な手法で選択し、よ

りよい解決案を見出す 

小 5 

互いの特性を認め合い、多様な考え

方についての価値を理解して協働活

動に参画する 

目的や視点を明確にして情報を集め、調べたこ

とを適切な手法でまとめ、発表する 

課題を多面的に捉え、解決のための考え（手

だてや手順）を適切に選択し、解決案を見出

す 

小 4 

自他を理解し、認め、他者の考えと

自分の考えを比較、分析して自分の

考えを深める 

身近な社会について、見学・調査したり、資料

で調べたり、調べたことを自分の言葉でまと

め、発表する 

課題に対する自分の考えをまとめ、他者を意

識して発表し、話し合いなどにより自分と他

者の考えの違いから再考した自身の意見（賛

成や反対などの理由）を示す 

小 3 
自他を理解し、認め、相手の状況に

応じて自分の意見を言える 

身近な社会について資料を用いて調べ、調べた

ことを図や文章にまとめる 

課題に対する自分の考えをまとめ、わかりや

すく発表したり、自分と他者の考え（賛成や

反対など）を比較したりしながら聞く 

小 2 
他者との違いに気づき、自分との違

いを理解する 

身の周りの人や出来事について興味を持ち、家

族や周囲の人に聞いたり、話したりする活動を

通して伝え方を知る 

課題に気づき、その気づき（わかったこと・

思ったこと・不思議に思ったこと）を、相手

を意識して話したり、書いたりすることで課

題について理解する 

小 1 他者に関心を持つ 
身の周りの人や出来事に興味を示し、自分との関

わりを理解する 

課題と出会い、わかったことや思ったこと、不思

議に思ったことを自分らしく話したり、書いたり

する 

重点育成資質・能力とその学年の達成レベル 

 各授業で育成・発揮

される資質・能力 

 各授業で育成・発揮

される資質・能力 

 各授業で育成・発揮

される資質・能力 

 各授業で育成・発揮

される資質・能力 

… 

 

淡路人形浄瑠璃の 

理解 

淡路人形浄瑠璃に

つながる地域の 

伝統芸能の理解 

淡路人形浄瑠璃

の魅力 

再発見 

南あわじ市の 

伝統芸能の魅力 

再発見 

南あわじ市の伝

統芸能・産業を

発信 

小学 1年～5年 小学 6年 中学 1年 中学 2年 中学 3年 



南あわじ市ふるさと創造学習の系統 （赤字は R６年度からの変更） 

学年 単元 タイトル 学習内容 単元で探究する発問 成果物 

中 3 

「南あわじ市の伝

統芸能・産業の魅

力を発信」 

 

南あわじ市の伝

統芸能を発信し

ようプロジェク

ト 

９年間を振り返り南あわじ市の伝統

芸能・産業の魅力を発信する。 

地域の伝統芸能・産業の

継承・発展を考えること

は、自分たちや地域にと

ってどのような意味が

あるのか？ 

南あわじの伝

統芸能につい

ての動画や新

聞等 

中 2 

「南あわじ市の伝

統芸能・産業の魅

力再発見」 

南あわじ市の伝

統芸能・産業の

今と未来を探る 

南あわじ市の伝統芸能・産業の現状

と課題を知り、自分たちにできるこ

とを考え、全国へ地域の伝統芸能の

魅力・課題解決策を伝える成果物を

作成する。（他の地域や国の伝統芸能と

の比較をすることで、地域の伝統芸能の

魅力を特定する） 

世界に誇れる郷土の伝

統芸能等を引き継いで

いくために、自分たちに

できることは何だろ

う？ 

南あわじ市の

伝統芸能等に

ついてのプレ

ゼン 

中 1 
「淡路人形浄瑠璃

の魅力再発見」 

淡路人形浄瑠璃

の今と未来を考

えよう 

淡路人形浄瑠璃の現状と課題を知

り、自分たちにできることを考え、

全国へ淡路人形浄瑠璃の課題解決案

を伝える成果物を作成する。 

淡路人形浄瑠璃の未来

のためにできることは

何だろう？ 

淡路人形浄瑠

璃課題解決案

についてのプ

レゼン 

小 6 

「淡路人形浄瑠璃

につながる地域の

伝統芸能の理解」 

淡路人形浄瑠璃

と私たちのつな

がりを考えよう 

淡路人形浄瑠璃につながる地域の伝

統芸能（だんじり唄等）について深

く知り、伝統を継承・発展すること

の意義について自分たちなりの考え

をもつ。 

地域の伝統芸能から何

を学び、何を引き継いで

いきたきたいか？ 

 

（地域の伝統

芸能を継承・発

展させること

への意見文） 

小 5 

「淡路人形浄瑠璃

の理解⑤」 

-演目/時代背景- 

「魅力を発信」 

淡路人形浄瑠璃

の魅力を探ろう 

淡路人形浄瑠璃の演目について深く

知り、既習事項をふまえ、自分たち

が魅力だと思ったところを、ターゲ

ットを設定しその魅力を伝える成果

物を作成し発信する。 

淡路人形浄瑠璃の魅力

って何だろう？ 

淡路人形浄瑠

璃の演目の魅

力を伝えるポ

スター等 

小 4 

「淡路人形浄瑠璃

の理解④」 

-携わる人の思い- 

５００年も続く

淡路人形浄瑠璃 

淡路人形浄瑠璃が 500 年も受け継が

れてきたことを携わる人の思いから

理解し、整理する。 

淡路人形浄瑠璃はなぜ 

５００年間も受け継が

れてきたのだろう？ 

（淡路人形浄

瑠璃について

分かったこと

クラスで交流

する） 

小 3 

「淡路人形浄瑠璃

の理解③」 

-人形遣い、太夫、

三味線など- 

人形浄瑠璃（人

形遣い・太夫・三

味線）について

知ろう 

淡路人形浄瑠璃を構成する人形遣

い、太夫、三味線などを知り、わか

ったことクイズにまとめて下級生や

おうちの人に伝える。 

淡路人形浄瑠璃に必要

な役割って何だろう？ 

淡路人形浄瑠

璃のクイズ 

小 2 

「淡路人形浄瑠璃

の理解②」 

-人形の動かし方- 

人形浄瑠璃の人

形にふれよう２ 

人形を動かす時には 3 人が息を合わ

せて動かすことを知る。 

人形を３人で動かすと

きに大切にしていたこ

とは、どんなことだった

だろう？ 

（クラスの中

でわかったこ

とを交流する） 

小 1 

「淡路人形浄瑠璃

の理解①」 

-人形のかしら- 

人形浄瑠璃の人

形にふれよう 

人形のかしらの表情に注目し、どのよ

うに動かしているかを知る。 

町のいろいろなところに

ある人形って、いったい

なんだろう？ 

（クラスの中で

わかったことを

交流する） 

 



9年間の達成レベル 時間 関連教科 地域リソース 

ア）協働活動の意味と価値や、お互いの特性を理解し、目的に応じて最

適な連携により最大の効果を発揮してチームの力を高める 

イ）これまでの課題についての情報処理・活用手法を検証し、多面的な

分析と他者との建設的な議論により、新たな仮説や結論を導き出し、

条件に応じて適切に提案・発信する 

ウ）課題に対する解決案の検証結果から、実効性のある解決案を策定し、

具体的な実現を目指す 

10 
（技術：情報収集、動画編集

ソフトの使い方） 

各地域の伝統芸能に深
く関わる人々 
市の観光課 
（インタビューなどを依
頼） 

など 

ア）協働活動の意味と価値を理解し、活動の結果から互いを認め合い、

次の協働活動に活かす 

イ）自ら課題を設定し、適切に情報処理・活用手段の選択し、他者と建

設的な議論をしながら解決に必要な情報を判断し、対象や目的に応じ

た表現で発信する 

ウ）課題に適した情報の収集・分析により見出した解決案を多面的・多角

的に検証する 

10 

（国語：インタビューをしよ

う、伝わるための発表の工

夫) 

（技術：情報収集、プレゼン

機器の使用方法など） 

（社会：地域の伝統芸能・産

業） 

各地域の伝統芸能に深
く関わる人々 
（インタビューなどを依
頼） 

ア）協働活動に意思をもって参画し、現状を客観的に観察・分析する 

イ）自ら進んで課題を見つけ、解決に必要な情報を、適切な選択により

収集し、話し合い、導き出した結論について表現を工夫してまとめ・

発表をする 

ウ）課題に適した情報の収集・分析により、課題に対する解決案を策定す

る 

10 

（国語：手紙の書き方、発表

の仕方） 

（技術：情報収集、PPT の使

用方法、プレゼンの仕方

等) 

淡路人形座・保存会・郷
土芸能に携わる方々 
（インタビューなどを依
頼） 
★淡路人形座 出前講
座 

ア）自分の役割を理解し、役割を認識して協働活動に参画する 

イ）目的や視点に応じた適切な調べ方を選択して情報収集し、調べ、検

討を通して、事実と意見を明確にまとめ発表する 

ウ）課題を多面的にとらえ、解決のための考え（手だてや手順）を適切な

手法で選択し、よりよい解決案を見出す 

9～

10 

(国語：今、私は、ぼくは「光

村図書」) 

各地域の伝統芸能に深
く関わる人々 
（インタビューなどを依
頼） 
★だんじり保存会 

ア）互いの特性を認め合い、多様な考え方についての価値を理解して協

働活動に参画する 

イ）目的や視点を明確にして情報を集め、調べたことの経過や結果を適

切な手法でまとめ、発表する 

ウ）課題を多面的に捉え、解決のための考え（手だてや手順）を適切に選

択し、解決案を見出す 

10 

（国語：伝えたいことを整理

して、報告しよう「光村図

書」） 

淡路人形座 
◆鑑賞（校外学習）  淡
路人形座 
＊バス代借上料：市教委 

ア）自他を理解し、認め、他者の考えと自分の考えを比較、分析して自

分の考えを深める 

イ）身近な社会について、見学・調査したり、資料で調べたり、調べた

ことを自分の言葉でまとめ、発表する 

ウ）課題に対する自分の考えをまとめ、他者を意識して発表し、話し合い

などにより自分と他者の考えの違いから再考した自身の意見（賛成や

反対などの理由）を示す 

9 

社会１時間：地いきのはって

んにつくした人々 

国語：お礼の気持ちを伝え

よう。 

（国語：聞き取りメモのく

ふう「光村図書」） 

淡路人形座 
後継者団体 他 
（インタビューへの回答） 

ア）自他を理解し、認め、相手の状況に応じて自分の意見を言える 

イ）身近な社会について資料を用いて調べ、調べたことを図や文章にま

とめる 

ウ）課題に対する自分の考えをまとめ、わかりやすく発表したり、自分

と他者の考え（賛成や反対など）を比較したりしながら聞く 

10 

社会 2時間：わたしたちの住

んでいる市のようす、うつり

かわる市とくらし 

（国語：わたしのまちのよ

いところ「光村図書」） 

人形浄瑠璃・人形などの
画像や映像(DVD) 
淡路人形座・保存会・郷
土芸能の方々 
★淡路人形座 出前講
座（2・3年合同） 

ア）他者との違いに気づき、自分との違いを理解する 

イ）身の周りの人や出来事について興味を持ち、家族や周囲の人に聞い

たり、話したりする活動を通して伝え方を知る 

ウ）課題に気づき、その気づき（わかったこと・思ったこと・不思議に

思ったこと）を、相手を意識して話したり、書いたりすることで課題

について理解する 

6 
（国語：かんさつ名人になろ

う「光村図書」） 

人形浄瑠璃・人形などの
画像や映像(DVD) 
淡路人形座・保存会・郷
土芸能の方々 
★淡路人形座 出前講
座（2・3年合同） 

ア）他者に関心を持つ 

イ）身の周りの人や出来事に興味を示し、自分との関わりを理解する 

ウ）課題と出会い、わかったことや思ったこと、不思議に思ったことを自分らしく

話したり、書いたりする 

5 

（国語：しらせたいな、見せたい

な「光村図書」） 

（生活：げんきにそだて わたし

のはな） 

人形浄瑠璃・人形などの
画像や映像(DVD) 
★かしらの貸出 

 

（）有りは関連 

（）無しはその教科時間を活用 

 


